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1. 2023年3月期第2四半期の連結業績（2022年4月1日～2022年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する
四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第2四半期 11,554 12.4 2,021 △3.2 2,138 △0.5 1,260 0.1

2022年3月期第2四半期 10,277 ― 2,089 28.8 2,149 26.8 1,259 28.7

（注）包括利益 2023年3月期第2四半期　　1,354百万円 （△8.1％） 2022年3月期第2四半期　　1,474百万円 （7.9％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第2四半期 99.55 98.62

2022年3月期第2四半期 95.74 95.65

（注）「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号）等を前第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。そのため、2022年３月期第２四半期
の売上高の対前年同四半期増減率は、記載しておりません。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年3月期第2四半期 22,965 15,896 59.5 1,088.68

2022年3月期 22,794 15,194 57.7 1,036.93

（参考）自己資本 2023年3月期第2四半期 13,664百万円 2022年3月期 13,160百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― 20.00 ― 20.00 40.00

2023年3月期 ― 25.00

2023年3月期（予想） ― 25.00 50.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年 3月期の連結業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 23,460 10.5 4,140 2.7 4,265 2.5 2,470 4.5 194.62

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期2Q 13,775,139 株 2022年3月期 13,775,139 株

② 期末自己株式数 2023年3月期2Q 1,223,416 株 2022年3月期 1,083,576 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期2Q 12,660,560 株 2022年3月期2Q 13,157,771 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）２ページ「１.当四半期決算に関する定性的情報　（３）連結業績予想など
の将来予測情報に関する説明」をご参照ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の新たな変異株による

感染再拡大、世界的な半導体等の部品不足、地政学的リスクの高まりや原材料価格の高騰等、先行きは

依然として不透明感の強い状況が続いております。 

当社グループが属するＩＴ業界は、政府によるデジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）の推進や

新型コロナウイルス感染症の世界的な広がりを背景として、ＥＣサイト構築及びＥＣクラウドサービス

への投資需要が拡大しております。また、テレワークや在宅勤務等の飛躍的な拡大により、従来のセキ

ュリティ対策も「社内」「社外」という境界を設けた対策が困難となり、新たにゼロトラストネットワー

クへの実現に向けたセキュリティ構築需要が拡大する等、企業のＩＴ投資は順調に推移いたしました。

このような状況の中で、当社グループはリアル店舗を展開している企業等のＥＣサイト構築及びクラ

ウドサービスへの投資需要の拡大により、ＥＣサイト構築パッケージ「ｅｃｂｅｉｎｇ」及びＥＣクラ

ウドサービス「メルカート」の売上拡大や、ＥＣサイトの売上拡大の施策となるビジュアルマーケティ

ング「ｖｉｓｕｍｏ」、レビュー最適化ツール「ReviCo」、オムニチャネル分析ツール「Ｓｅｃｈｓｔａ

ｎｔ」等のクラウドサービス（SaaS 型）の売上拡大を推進し、ＥＣソリューション事業の拡大に注力い

たしました。そのほか、テレワーク及び在宅勤務等への働き方の変化により、インターネット上で稟

議書等を電子化するためのワークフローサービス「Ｘ－ｐｏｉｎｔクラウド」の売上拡大や、インフラ

及びセキュリティ構築の売上拡大を推進し、ＩＴソリューション事業の拡大に注力してまいりました。 

これらの結果、売上高は115億54百万円（前年同期比12.4％増）と伸長したものの、今後の成長に向け

た人材投資及び広告宣伝に積極的な投資を実施したことにより営業利益は20億21百万円（同3.2％減）と

なり、経常利益は21億38百万円（同0.5％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は12億60百万円

（同0.1％増）となりました。 

（２）連結財政状態に関する説明

（資産の変動について）

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は229億65百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億71百万

円の増加となりました。これは、主に現金及び預金が５億75百万円減少したものの、受取手形、売掛金

及び契約資産が３億18百万円、無形固定資産が３億17百万円増加したこと等によるものであります。 

（負債の変動について） 

当第２四半期連結会計期間末の負債合計は70億69百万円となり、前連結会計年度末に比べ５億30百万

円の減少となりました。これは、主に買掛金が３億41百万円、未払法人税等が３億29百万円減少したこ

と等によるものであります。 

（純資産の変動について） 

当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は158億96百万円となり、前連結会計年度末に比べ７億１百

万円の増加となりました。これは、主に自己株式が４億42百万円増加したものの、利益剰余金が10億６

百万円、非支配株主持分が１億15百万円増加したこと等によるものであります。 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2023年３月期の業績は、計画どおりに推移しており、2022年５月10日に発表した業績予想から変更は

ありません。 
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,321,638 8,746,544

受取手形、売掛金及び契約資産 4,331,325 4,650,302

電子記録債権 64,061 145,548

有価証券 140 167

商品 249,628 262,387

その他 808,107 834,527

貸倒引当金 △2,061 △2,049

流動資産合計 14,772,838 14,637,428

固定資産

有形固定資産 296,070 354,783

無形固定資産 1,091,341 1,408,422

投資その他の資産

投資有価証券 4,902,555 4,928,737

その他 1,738,904 1,644,241

貸倒引当金 △6,907 △7,719

投資その他の資産合計 6,634,551 6,565,259

固定資産合計 8,021,962 8,328,466

資産合計 22,794,801 22,965,894

負債の部

流動負債

買掛金 1,794,045 1,453,030

短期借入金 37,076 27,892

未払法人税等 901,148 571,725

賞与引当金 515,194 523,855

その他 2,671,858 2,758,566

流動負債合計 5,919,321 5,335,069

固定負債

長期借入金 11,836 －

役員退職慰労引当金 474,101 509,913

退職給付に係る負債 863,294 915,214

資産除去債務 67,508 67,616

その他 263,773 241,686

固定負債合計 1,680,513 1,734,430

負債合計 7,599,834 7,069,500

純資産の部

株主資本

資本金 854,101 854,101

資本剰余金 1,903,629 1,902,532

利益剰余金 12,021,257 13,027,812

自己株式 △2,699,391 △3,141,822

株主資本合計 12,079,596 12,642,623

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 937,919 897,531

退職給付に係る調整累計額 142,768 124,597

その他の包括利益累計額合計 1,080,688 1,022,129

新株予約権 93,829 175,627

非支配株主持分 1,940,851 2,056,013

純資産合計 15,194,966 15,896,394

負債純資産合計 22,794,801 22,965,894

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

売上高 10,277,368 11,554,846

売上原価 5,658,879 6,615,043

売上総利益 4,618,489 4,939,802

販売費及び一般管理費 2,529,422 2,918,103

営業利益 2,089,067 2,021,699

営業外収益

受取利息 221 138

受取配当金 23,710 42,243

為替差益 288 182

持分法による投資利益 31,386 72,496

その他 10,572 3,300

営業外収益合計 66,179 118,360

営業外費用

支払利息 87 14

自己株式取得費用 3,020 1,588

和解金 3,132 91

営業外費用合計 6,239 1,694

経常利益 2,149,007 2,138,365

特別利益

投資有価証券売却益 4,280 －

投資有価証券償還益 9,298 －

特別利益合計 13,578 －

特別損失

会員権売却損 1,136 －

固定資産除却損 － 3,752

特別損失合計 1,136 3,752

税金等調整前四半期純利益 2,161,450 2,134,613

法人税、住民税及び事業税 750,246 726,206

法人税等調整額 △28,462 △7,075

法人税等合計 721,783 719,131

四半期純利益 1,439,666 1,415,482

非支配株主に帰属する四半期純利益 179,994 155,095

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,259,672 1,260,386

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

四半期純利益 1,439,666 1,415,482

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 48,305 △40,387

退職給付に係る調整額 △13,477 △20,097

その他の包括利益合計 34,828 △60,484

四半期包括利益 1,474,494 1,354,997

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,296,081 1,201,827

非支配株主に係る四半期包括利益 178,412 153,169

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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     （単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,161,450 2,134,613

減価償却費 322,892 340,819

のれん償却額 60,317 －

株式報酬費用 130,521 207,736

貸倒引当金の増減額（△は減少） △573 798

賞与引当金の増減額（△は減少） △206 8,661

工事損失引当金の増減額（△は減少） 4,936 36

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 58,891 22,984

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 27,001 35,812

受取利息及び受取配当金 △23,932 △42,382

支払利息 87 14

自己株式取得費用 3,020 1,588

固定資産除却損 － 3,752

投資有価証券売却損益（△は益） △4,280 －

投資有価証券償還損益（△は益） △9,298 －

会員権売却損益（△は益） 1,136 －

為替差損益（△は益） △288 △182

持分法による投資損益（△は益） △31,386 △72,496

売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） △317,823 △400,465

棚卸資産の増減額（△は増加） 48,594 △12,758

仕入債務の増減額（△は減少） 74,003 △341,014

契約負債の増減額（△は減少） 145,502 179,674

未払金の増減額（△は減少） △202,532 △67,030

その他 12,978 △92,496

小計 2,461,010 1,907,665

利息及び配当金の受取額 28,031 43,365

利息の支払額 △87 △14

法人税等の支払額 △959,126 △998,476

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,529,829 952,540

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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     （単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △21,190 △113,835

無形固定資産の取得による支出 △341,093 △628,972

投資有価証券の取得による支出 △496,515 －

有価証券及び投資有価証券の売却及び償還による

収入
326,039 －

関係会社株式の取得による支出 － △13,009

会員権の取得による支出 － △9,736

会員権の売却による収入 5,174 －

貸付けによる支出 △4,364 △2,086

貸付金の回収による収入 4,993 3,002

敷金及び保証金の差入による支出 △16,673 △11,700

敷金及び保証金の回収による収入 － 7,100

保険積立金の積立による支出 △815 △815

投資活動によるキャッシュ・フロー △544,445 △770,052

財務活動によるキャッシュ・フロー

借入金の返済による支出 △23,560 △21,020

ストックオプションの行使による収入 840 1,260

自己株式の取得による支出 △952,008 △444,020

子会社の自己株式の取得による支出 － △99

配当金の支払額 △198,194 △252,943

非支配株主への配当金の支払額 △36,316 △40,731

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,209,240 △757,554

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △223,856 △575,066

現金及び現金同等物の期首残高 9,681,600 9,318,156

現金及び現金同等物の四半期末残高 9,457,743 8,743,089
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

当社は、2022年８月２日開催の取締役会決議に基づき、自己株式120,000株の取得を行いました。こ

の取得などにより、当第２四半期連結累計期間において、自己株式が442,431千円増加しております。 

この結果、当第２四半期連結会計期間末において自己株式が3,141,822千円となっております。 

 

（会計方針の変更） 

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用） 

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下

「時価算定会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計

基準適用指針第27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新た

な会計方針を将来にわたって適用することといたしました。これによる、当第２四半期連結会計期間

に係る四半期連結財務諸表への影響はありません。 

 

（セグメント情報等） 

【セグメント情報】  

前第２四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年９月30日） 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  (単位：千円) 

 
報告セグメント 

合計 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）２ 
ＥＣソリューション

事業 

ＩＴソリューション

事業 

売上高      

外部顧客への売上高 5,634,178 4,643,190 10,277,368 ― 10,277,368 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
5,504 85,733 91,237 △91,237 ― 

計 5,639,682 4,728,923 10,368,606 △91,237 10,277,368 

セグメント利益 1,614,130 1,217,471 2,831,602 △682,595 2,149,007 

（注） １ セグメント利益の調整額△682,595千円は、セグメント間取引△64,245千円、その他調整額△3,561千円、

各報告セグメントに配分していない全社費用△614,787千円が含まれております。全社費用は、主に報告

セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

    ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。 

 

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 
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当第２四半期連結累計期間（自 2022年４月１日 至 2022年９月30日） 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  (単位：千円) 

 
報告セグメント 

合計 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）２ 
ＥＣソリューション

事業 

ＩＴソリューション

事業 

売上高      

外部顧客への売上高 6,449,980 5,104,865 11,554,846 ― 11,554,846 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
6,635 91,931 98,566 △98,566 ― 

計 6,456,616 5,196,796 11,653,413 △98,566 11,554,846 

セグメント利益 1,713,785 1,272,659 2,986,444 △848,078 2,138,365 

（注） １ セグメント利益の調整額△848,078千円は、セグメント間取引△73,150千円、その他調整額△1,022千円、

各報告セグメントに配分していない全社費用△773,904千円が含まれております。全社費用は、主に報告

セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

    ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。 

 

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

 

（重要な後発事象） 

該当事項はありません。 
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